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加工用無支柱トマトの栽培適応性について（第2報）

　　　　　は　種　期　と　の　関　係

　　　　　　大和田常晴・川里　宏

Studies　on　the　adaptability　of　unstaked

cu　l　tu　r　e　fo　r　p　roce　s　s　i　ng　t　oma　t　o　H・

Ef　fe　ct　o　f　the　sowi　ng　time　on　the　growth

and　yield・

T。Owada

an（i　H．Kawa　sa　t　o

1前射

力口工用無支柱トマト栽培の生産安定

を図るには茎葉の過繁茂を抑えることが重要で

あり，そのためには窒素施用量を支柱栽培より

も著しく減量すべきヂあることを報告したoし

かし，施肥量の調節のみでは茎葉の過繁茂を回

避することがヂきないので，支柱栽培と同時期

に行なっ，てきたは種期を遅らせて栄養生長を抑

制することが，過繁茂対策として期待されるも

のと考えられたo

　無支柱トマト栽培のは種期については梅雨時

のエキ病対策i）育苗の簡易化窺から早越の

必要はないとされてきたが，高温・多雨の栽培

条件下における茎葉の過繁茂対策を目的とした

は種期については報告が少ないの肇，は種期が

生育と結実・収量におよぼす影響を検討するた

めに本試験を行なつたoその結果，本県におけ

るは種適期が明らかになづたので報告する○

　本試験の実施に際し，御指導と校閲を願9った

加藤昭佐野分場長，遠藤喜重園芸部長，ならび

に協力を得た大橋敢技師補に感謝の意を表するo

H試験方法

　供試品種としてH1370を用い，は種期が生

育と収量におよぼす影響を1966年に，は種期

による主枝・側枝別生育と結実ならぴに支立て

様式との関係を1967年に検討したo

　支立て様式としては標準区に対し，支線区

（株から300π・高’さ300形に竹を渡す）・あ

げ畦区（畦の高さ約200形），あげ畦＋支線区

を設け，支線は定植後約40日に行なちたo

　は種期および栽培の耕種，規模は別表のとお

りであり，直注きの4月25日は種はポリマル

チをしてからウイルス防除と幼苗期の生育保護

を目的に，寒冷紗を6月中旬までトンネル状に

被覆したo

　生育調査は1区あたり10株を供試して6月

1日から7月15日まで15日間隔に草丈・株

の開張度および最大側枝長を調査して生育量と

したo収量は1966年が9月19日まで，

1967年が8月30日まで3日間隔に1区あた

りの収穫果数・果重および腐敗果数を調査したo

主枝，側棚1』の茎長，着果数，落花（果）数は

3月10日と4月5日は種の5株につき3月

10日は種では7月12〜13目，4月5目は種で

は7月21〜22日の収穫開始直後に調査したo

　側枝の部位別呼称を主枝第1花房直下の発生

側枝を第1花房下部発生第1側枝，以下2，3，

4・…・・側枝とし，主枝第1花房直上の発生側枝
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